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歌声の集いのあと総合に入り、経過、合計報告、今後の活動目標、大会

決議などが承認されました。総合資料を同封Ｌました。ご検討下さい。一
年間の経過と今後の取り組みの概寮は次の通りです。

◎　金旦迄度盛腰腰再、一昨年に引き続き皮算用となり、40人ほどの増加
にとどまりました。本年は一人ひとりが、新会員を必ず一冊人は入金させる

ように努力しましょう。総合の新に∴　新会員フ名の加入がありました。

◎　適塾猛はｔ7軌　月刊を目指しましたが、力量不足と財政∴事情で
及びませんでした（〕今後は金員の報告やメッセ、叫・咄ジを多くのせたいと思い

ます。ご我薄高下きい。市民新聞広告は財政の許す限り続けます。ご支援を

◎　遡艶の中では、座談合「その日私は」、「九条に乾杯」イベン
ト、、「大江健三郎講演会　バスツア仰」等が参加者も多く好評でした。定

例会は、ＤＶＤ上映が主となりましたが、楽し　くて元気の由るものをいろい

ろ工夫したいと思います。よ上土金一励ま盈墓をおよせください。
◎　「県民過半数署名」は機会をみては常時取り組みますが、世界的な「’反

核」の動きにあわせて、新たに「 丘 にとり組みます。
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北川和彦先生の講演を嗣聞きｂ嘗　　小目　直子　　湖畔1ｍ24

チビもの権利についてのお話しを伺いました。豊富な実例に基づくお話し

の中、チどもが権利を行使す・ることにより、自己肯定感や、相手の権利を認

める思いが培われ、それが－両人の人間としての自立に繋がるということや、

チャイルドラインのことなど、子供とまともに向き合う取り組みに、打ち込

んでおられるのが大変感動的でした。実践力に乏しい自分への反省と同時

に、九条の合を推進して下さる先生方に、改めて敬意を感ずる機会ともなり
ました。ありがとうございました。
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十日・′‖1上目 例会ＢＶ扮鑑寛会
「第3回九条の合全国交流集合」の記錦をみた。全国各地の皆さんの九条に

よせる熱意に、元気をいただくことができた。



会費納入について 本年度会費　上000円の納入をお願いします。菰替用紙を

同封しました。今回は総合などで既に納入済あの方にも線番用紙が入ってい

ます。新入会員用です。よろしくお噸いＬます。通信欄に新人会員の住所氏

名、電話番号を記入して下さい。何かの折に役員に直接手渡していただいて

も結構です。また事務局へ電話していただけばお伺いします。

8詞6日　原爆記念日　核兵器廃絶岡谷平鞄の集約
小井川小学校西口広場　8：00　開合　平和の火点火　長地小4

Ｊｅ笑響太鼓他　太鼓演奏　8：15　ダイイン　全員合唱　歌声広場

畠屑篭5田　終戦記念田　岡番駅前街頭署名
14：00へノ2時間程度　県民過半数署名　核兵器廃絶署名　ビラ配り

御都合のつく方はぜひ参加されたし。
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羽幽霧塵瀾謝轡脚藩藍歌凝菅田汐のタ鵡
パー叫クホテル　ロビー1叫　午後7時間場　合費　仁000円

北朝鮮と交渉せよ

米にす残て委ねず首相が非核化先導を　　田原総柳朗

オバマ大統領は4月2日「核のない平和で安全な世界をアメリカが追求していく

ことを明確に宣言する」と強調した。これは画期的宣言である。しかしアメリカが

「核を使用した唯一の保有国」であれば、日本はその核によって被爆させられたせ
界で唯一の国である。だから日本二

むしろ先導して、非核化核廃絶を強
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ほ、そして麻生首相はオバマ大統領と組み、

求め、実現にとり組むべきなのである。

日本は、首相が2度も平壌に飛んで金正日総書記と長時間会談した。他に例のな

い国である。その日本が、麻生首相が、中国や化朝鮮との交渉を米国にすべて委ね

て、手をこまねいていてよいものなのか。私は、日本こそが北朝鮮と交渉すべき、

そして交渉する資格を他国以上に持っている国だと確信している。

たが残念息、がら、現在、日本と北朝鮮との交渉は実質自引二は途絶えてしまってい

る。なぜ日本政府やタト務省は本格的交渉に乗り出そうとしないのか。麻生首相はこ
れからでも米国に飛び、中国に飛び、平壌に飛んで談判すべきである。

（朝日新聞　ｄ月13日　オピニオンより抜粋）

◎　Ｌもすわ九条の合では、県民過半数署名が（付30現在）8月30筆集まりゝ

目標の町内有権者過半数まで、あと仁070筆となった。

◎　岡谷区憲法九条を守る会では「5年目のつどい」をララ岡谷ＬＣＶデジタ
ルパ岬クで開き（付28）映画「冬の兵士」を見ながら、毛利正漣先生の

「想像してみよう、戦争になるとどうなるのか」というお話しを聞いた。


